
ユネスコスクールのめざすもの  「人の心の中に平和のとりでを築く」 “It is in the minds of men that the defences of peace must be constructed.” （UNESCO Constitution） 

 

総合的な学習の時間・生活科の学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科・領域での学び  

安城市立二本木小学校ユネスコスクール構想 

「多文化共生学校」創設をめざした次代の学校づくり 
UNESCOのめざす姿「人の心の中に平和のとりでを築く」（ユネスコ憲章前文） 

 

 

「ユネスコ憲章・国連憲章」の理念   Multicultural school／人権・道徳・こども     

「学びのアイデア実験室」の機能  共創型プロジェクトスペース／公民連携・ＣＳ 

「未来教育創造のモデル校」の研究     学びのイノベーション推進・教育研究    

「パートナーシップ」の構築     異世代・異年齢・多様な学校との交流・対話 

「SDGs」達成（重点課題）貢献と目標４（教育）の推進 総合・特活の教育推進 

【３つの重点課題】地球市民および平和と非暴力の文化   「人権」「民主主義」 

持続可能な開発および持続可能なライフスタイル    「こどもまんなか」 

異文化学習および文化の多様性と文化遺産の尊重  「多文化共生」「平和」 

 
学びの４つの柱【どう学んでいくのか】                                              チーム学習         

共に生きることを学ぶ    “Learning to live together, Learning to live with others”  価値観の多様な他者と対話し、ともに目的達成のために解決法を探る        「最適解」   対話 

人間として生きることを学ぶ  “Learning to be”  自分自身が自律心、判断力、責任感をもってことに当たり、どうすべきかを考える                   「自分の考え」     没頭 

為すことを学ぶ        “Learning to do”  これからのグローバルな社会状況に対処できるスキルを身に付ける                            「スキル」  学び 

知ることを学ぶ          “Learning to know”  幅広く一般教養・知識を得て、特定の課題を深く学習する機会を得る                         「知恵」    教養 

Pride your Identity, Love our hometown, and “NAKAYOKU”with everyone. 

自分に誇りをもち、私たちのふるさと二本木を愛し、みんなで仲よくしよう  

Learnninng Skill 

 

「多文化共生」 人権教育・平和・他者理解 「こどもまんなか」児童会・自治・民主主義 教育研究・学び方  「チームで心をひとつに  」 

 

道徳・道徳教育 「自律」としての素地を整える 自律した未来の開拓者 

自立した学習者 

為すことを学ぶ 

知ることを学ぶ 

人として生きることを学ぶ 

共に生きることを学ぶ 

未来を共創する主役 

他者との対話 

異年齢異世代 

チーム学習 

協働的な学び 

没頭する時間 

個別最適な学び 
正しい価値感 

モラル醸成 

自身の考え

の構築 

自身の最適解 

二本木小学校ユネスコスクールがめざすもの  「多文化共生学校（Multicultural School）」 “Pride your Identity, Love our Hometown, and “NAKAYOKU”with everyone.” 

目的 

これからの社会で生きるため

の解決過程（学び方）や解決

のための知恵とスキルを得て

自分の考えを明らかにし、諸

課題を踏まえて自身の最適解

を示す学びの流れを学ぶ。 

チーム学習と対話により

自身の考えの更新・調整

を図り、他者とのかかわ

りで自身の伸長を図る。 

子どもの意見が反映される自治的組織の運用 

・選挙による執行部、役割分担による委員会 

 自身の意思による実行委員での自治的組織運営 

活動方針立案と自由な取り組みの保障 

・「子ども全員で決めるテーマ・人権目標」の設定 

・充実した明日を過ごす自身の考え実現・反映 

「対話」を重視した活動の PDCA サイクル 

・「クラス会議」 意見を生かすシステム構築 

・「児童議会」 考えを全校展開する機会 

・「ニホニホメディア」 考えを表現する機会 

・「チーム学習」「ペア活動」による対話創出 

・今日的な学校課題への対応や意識付け 

 

 

日本語適応教室「ひまわり」を核とした活動 

・「ひまわり会議」での多文化意見交換の機会 

・NIE での自身の考えの表出・他校と交流 

・教員の「学年チーム体制」による個の把握 

学校全体での取り組みの充実 

・「二本木人権週間」での多文化人権意識涵養 

・道徳教育充実、学びの基礎「自律」での道徳 

 「こころの共通言語は『道徳』」という考え方 

・「こどもの人権」の多様な場面での意識付け 

平和・他者理解への取り組み 

・青少年赤十字参加と相互扶助意識の構築 

・教育が果たす「平和」をめざす考え方の育成 

・多文化・多言語に対応する学校システム 

 

 
 学年テーマを継続して生活に生きた学びを展開 

福祉（３年）SDGs（４年）防災（５年）ﾄﾋﾟｯｸ（６年） 

・学び方を用いて地域に提案、次世代に報告 

学び方の幅の拡大・伸長 

・異世代・異年齢・地域に学びの幅を広げて対話 

 

学び方を重視した学習の流れの定着 

・全教科・領域で学び方を整理し繰り返す 

・「チーム学習」での個の意見の対話・交流 

・「チーム学習」を活用した誰も取り残さない学び 

学び方の幅の拡大・伸長 

・異世代・異年齢・地域に学びの幅を広げて対話 

 

道徳・道徳教育充実のためのシステム 

・「学年チーム体制」での子どもの把握 「ローテーション道徳」での指導の充実 

・「２０のとびら」を意識した日頃の生活の道徳化 ・実生活を道徳で価値づけ 

 

 

・学校の重点目標としての「道徳」「道徳教育」の充実と教育活動への意識付け 

・「こころの共通言語は『道徳』」の考え方のもと、全教員で道徳に取り組む姿勢 

な取り組みの保障 

「対話」を重視した活動の PDCA サイクル 

 

 


